
研究手法

①地域の情報収集

ビッグデータを用いた情報収集

対象地域を多角的に検討 既存校舎のかつての使われ方
を把握する

視線の分析や環境の把握 プログラム選定・検討など

図面などを用いた既存校舎の分析 モデル化し、シークエンスの分析 校舎の使われ方を検討

②既存校舎の分析 ③シークエンス分析 ④方針とモデルの検証
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持続可能な価値創発を促す建築設計プロセスの構築
―旧光が丘第七小学校を対象としたモデルのスタディ―



大階段を設けることで、
団地内通路からのアプローチをしやすくした

角度を振って配置することで、
直線状の廊下に変化をつけた
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既存床を撤去し、風の通り道をつくりだす

屋上緑化をすることで団地の住民からも見ることができる

ピロティを設けることで、
裏側となっていた団地と校庭を繋げる

大階段を設けることで、
団地側からのアプローチをしやすくした

外部テラスを設けることで、
校庭へ視線が向き、宿泊室のベランダにもなる
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